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教科の目標：

【知識及び技能】
書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的
に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

科目の目標：

【知識及び技能】

配当
時数

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇漢字の臨書
【知識・技能】
・古典の特徴と用筆・運筆との関係を理解し、全体構成
の変化や調和を意識した表現ができている。
【思考力・判断力・表現力】
・各書体の表現形式に合わせて、知識や技術を工夫し
た表現ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・異なる書体による表現の違いに触れ、多様な書表現
への関心を深めながら学習に取り組んでいる。
〇作品制作（創作）
【知識・技能】
・漢字の書を構成するさまざまな要素を理解し古典に
基づく自己表現ができている。
【思考力・判断力・表現力】
・表現意図に基づいて単体の文字だけでなく全体の構
成も考えながら表現を工夫できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に様々な書体を活用した個性的な書の作品制
作活動に取り組んでいる。

態指導項目・内容 思単元の具体的な指導目標
表現

鑑
賞

評価規準 知

〇鑑賞方法と書道史、著者
【知識・技能】
・書体ごとの線筆や字形、構成等の特徴を分析し表現
効果と風趣のかかわりを理論的に考えることができてい
る。
・書体の変遷等日本と中国の文化等も考慮し、書の歴
史について学びを深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・筆者や古典の特徴などの分析から評価される理由や
その価値について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・書体の発展と時代と文化の発展と結びつけながら多
様な書の美しい表現や技法の習得に積極的に取り組
んでいる。

足立東高等学校令和８年度（２学年用）　　教科　　芸術　科目　　書道Ⅱ

教　科：　芸術　　　　　　　　　科　目：　　　書道Ⅱ　　　　　　　　単位数：　　　２　単位

対象学年組：第　２　学年　１　組～　６　組　選択者

教科担当者：石井

使用教科書：（　　　　　　　　　書Ⅱ（教育図書）　　　　　　　　　　　　　　）

主体的に書の活動に取り組み、書の伝統や文化への関心、自己表現
等に生かす力と書で心豊かな生活を創造していく態度を養う。

指導事項
〇漢字の臨書
・篆書、隷書、の特徴と基本用筆
・古典に基づいた用筆や運筆法
・参考古典
篆書「甲骨文」「召尊」「石鼓文」「泰山刻
石」　　等
隷書　木簡　「開通褒斜道刻石」「石門
頌」「乙瑛碑」「曹全碑」　　等
〇作品制作（創作）
・古典をもとにした自己表現
（教科書　ｐ４～４５、ｐ６４～９３）

指導事項
〇鑑賞方法と書道史、著者
・作品の価値とその根拠
・書体の変遷
・中国の書の文字と文化
（教科書　ｐ４～４５、ｐ６４～９３）

〇漢字の臨書
【知識及び技能】
・古典の特徴と用筆・運筆との関係を理解
し、全体構成の変化や調和を意識した表
現をする。
【思考力、判断力、表現力等】
・各書体の表現形式に合わせて、知識や
技術を工夫した表現をする。
【学びに向かう力、人間性等】
・異なる書体による表現の違いに触れ、多
様な書表現への関心を深めながら学習に
取り組む。
〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
・漢字の書を構成するさまざまな要素を理
解し古典に基づく自己表現をする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現意図に基づいて単体の文字だけで
なく全体の構成も考えながら表現を工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に様々な書体を活用した個性的な
書の作品制作活動に取り組む。

〇鑑賞方法と書道史、著者
【知識及び技能】
・書体ごとの線筆や字形、構成等の特徴を
分析し表現効果と風趣のかかわりを理論的
に考える。
・書体の変遷等日本と中国の文化等も考慮
し、書の歴史について学びを深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者や古典の特徴などの分析から評価さ
れる理由やその価値について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・書体の発展と時代と文化の発展と結びつ
けながら多様な書の美しい表現や技法の
習得に積極的に取り組む。

書の伝統に基づき、書の表現方法や形式などについて理解
を深め、効果的に表現するための技能を身に付ける。

書の美を感受し、古典の造形などを生かし、意図に基づい
て表現を工夫することができる。



○ ○ ○ ○ 14

○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 12

〇 ○ ○ ○ 4

合計

70

〇漢字の臨書
【知識・技能】
・古典の特徴と用筆・運筆との関係を理解し、全体構成
の変化や調和を意識した表現ができている。
【思考力・判断力・表現力】
・各書体の表現形式に合わせて、知識や技術を工夫し
た表現ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・異なる書体による表現の違いに触れ、多様な書表現
への関心を深めながら学習に取り組んでいる。
〇作品制作（創作）
【知識・技能】
・漢字の書を構成するさまざまな要素を理解し古典に
基づく自己表現ができている。
【思考力・判断力・表現力】
・表現意図に基づいて単体の文字だけでなく全体の構
成も考えながら表現を工夫できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極庭に様々な書体を活用した個性的な書の作品制
作活動に取り組んでいる。

〇篆刻
【知識・技能】
・印の用途と必要性について理解し、篆刻特有の文字
表現と運刀が身に付いている。
【思考力・判断力・表現力】
・押印を想定して、篆書特有の文字の選択と文字の配
置を考えながら作成している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・細かい箇所も丁寧にかだわりながら篆刻の印面制作
に取り組んでいる。また、印面作成や手順、運刀法など
について受講者同士助け合いながら作り上げることが
できている。

指導事項
〇作品制作（創作）
・書風に合わせた漢字と仮名の調和
・表現意図にあわせた、余白などの紙面
構成
・自己表現
（教科書　ｐ１０８～１１５）

指導事項
〇鑑賞方法と書道史、著者
・作品の価値とその根拠
・書体の変遷
・中国の書の文字と文化
（教科書　ｐ４６～９３）

〇鑑賞方法と書道史、著者
【知識・技能】
・書体ごとの線筆や字形、構成等の特徴を分析し表現
効果と風趣のかかわりを理論的に考えることができてい
る。
・書体の変遷等日本と中国の文化等も考慮し、書の歴
史について学びを深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・筆者や古典の特徴などの分析から評価される理由や
その価値について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・書体の発展と時代と文化の発展と結びつけながら多
様な書の美しい表現や技法の習得に積極的に取り組
んでいる。

〇作品制作（創作）
【知識・技能】
・漢字と仮名の調和や構成等がもたらす表現効果を理
解し目的や意図に応じた表現を選択している。
・名筆など様々な書表現の用筆や運筆がどのような表
現につながるのかを理解し、漢字と仮名が調和するよう
に表現することができている。
【思考力・判断力・表現力】
・今まで学習した知識や技術をいかして個人的な表現
ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・名筆など参考にしつつもこれまで学習した表現効果
を取り入れながら無限に広がる個性的な自己表現に取
り組んでいる。
・受講者同士で表現の構想を共有し、視点を変えた表
現にも挑戦している。

〇鑑賞方法と書道史と著者
【知識・技能】
・漢字仮名交じりの書の変遷から線筆や字形等多様な
表現を理解し、文字の選別や全体構成等とそこからう
ける表現効果を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・社会においての書の重要性について自分なりに理解
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・鑑賞をとおし時代の風趣による表現の違いなどから書
の良さや表現する楽しさを味わっている。

〇漢字の臨書
【知識及び技能】
・古典の特徴と用筆・運筆との関係を理解
し、全体構成の変化や調和を意識した表
現をする。
【思考力、判断力、表現力等】
・各書体の表現形式に合わせて、知識や
技術を工夫した表現をする。
【学びに向かう力、人間性等】
・異なる書体による表現の違いに触れ、多
様な書表現への関心を深めながら学習に
取り組む。
〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
・漢字の書を構成するさまざまな要素を理
解し古典に基づく自己表現をする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現意図に基づいて単体の文字だけで
なく全体の構成も考えながら表現を工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極庭に様々な書体を活用した個性的な
書の作品制作活動に取り組む。

指導事項
〇漢字の臨書
・行草書、楷書の特徴と基本用筆
・古典に基づいた用筆や運筆法
・参考古典
行草書「書譜」「十七帖」「集王聖教序」な
ど
楷書「爨宝子碑」、造像記、「鄭羲下碑」
「張猛龍碑」「孟法師碑」等
〇作品制作（創作）
・古典をもとにした自己表現
（教科書　ｐ４６～９３）

〇鑑賞方法と書道史と著者
【知識及び技能】
・漢字仮名交じりの書の変遷から線筆や字
形等多様な表現を理解し、文字の選別や
全体構成等とそこからうける表現効果を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会においての書の重要性について自
分なりに理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・鑑賞をとおし時代の風趣による表現の違
いなどから書の良さや表現する楽しさを味
わう。

２
学
期

指導事項
〇鑑賞方法と書道史と著者
・漢字仮名交じりの書の変遷
・鑑賞方法
・日常生活と現代の書
（教科書　ｐ１０８～１１５）

指導事項
〇篆刻
・篆刻の基本知識
・篆刻の手順、作成
（教科書　ｐ１８、ｐ９４～９７）

３
学
期

〇鑑賞方法と書道史、著者
【知識及び技能】
・書体ごとの線筆や字形、構成等の特徴を
分析し表現効果と風趣のかかわりを理論的
に考える。
・書体の変遷等日本と中国の文化等も考慮
し、書の歴史について学びを深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者や古典の特徴などの分析から評価さ
れる理由やその価値について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・書体の発展と時代と文化の発展と結びつ
けながら多様な書の美しい表現や技法の
習得に積極的に取り組む。

〇篆刻
【知識及び技能】
・印の用途と必要性について理解し、篆刻
特有の文字表現と運刀を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・押印を想定して、篆書特有の文字の選択
と文字の配置を考えながら作成する。
【学びに向かう力、人間性等】
・細かい箇所も丁寧にかだわりながら篆刻
の印面制作に取り組む。また、印面作成や
手順、運刀法などについて受講者同士助
け合いながら作り上げる。

〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
・漢字と仮名の調和や構成等がもたらす表
現効果を理解し目的や意図に応じた表現
を選択する。
・名筆など様々な書表現の用筆や運筆がど
のような表現につながるのかを理解し、漢
字と仮名が調和するように表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
・今まで学習した知識や技術をいかして個
人的な表現をする。
【学びに向かう力、人間性等】
・名筆など参考にしつつもこれまで学習し
た表現効果を取り入れながら無限に広がる
個性的な自己表現に取り組む。
・受講者同士で表現の構想を共有し、視点
を変えた表現にも挑戦する。


